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丹沢の砂金

神奈川県足柄上郡山北町　河内川

右下の白いスケールは 1 mm

石
い し は ま

浜佐
さ え こ

栄子 （学芸員）

　河原や海岸で、 砂
さ き ん

金が見つかること

があります。 金は、 他の鉱物に比べて

何倍も重く、 比
ひ じ ゅ う

重が 19.3 もあります。

そのため、 砂の中から比重の大きいつ

ぶを選
よ

りわけるパンニング （p.8 参照）

を行うと、 容易に他のつぶと分けること

ができます。 黒
く ろ

雲
う ん も

母や黄
おうてっこ う

鉄鉱など似た

色をした他の鉱物と間違えてしまう人も

いますが、 その黄金色の輝きや、 パン

（皿） を回しても水の中でどっしりとして

動かない姿は 「金」 ならではのもので、

見慣れると簡単に区別することができる

ようになります。

　一口に砂金といっても、 形も大きさも

さまざまです。 つぶの全てが金ででき

ているわけではなく、 銀も含んでいます

し、 石英など他の鉱物と一緒につぶを

作っている不純物の多い砂金 （写真左

下） もあります。 丹沢には昔、 一時的

にですが、 金を採掘する鉱山があった

そうです。 河
こ う ち

内川
がわ

で採集された砂金は、

大きくてもせいぜい胡
ご ま

麻つぶ、 小さいも

のは目を凝
こ

らさなければ見えないような

芥
け し

子つぶ以下のサイズですが、 上流に

どんな大地が広がっているのかを考えさ

せてくれる貴重な存在です。
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広
ひろたに

谷浩
ひ ろ こ

子 （学芸員）サブ活動が支える子ども講座 －人類進化講座 11 年のまとめから－

私たちはアフリカで生まれた！！

　「私たち人類の直接の祖
そ せ ん

先はいつどこ

で生まれたのか？」 この疑問に対する答

えは、 この 10 年の間にかなりはっきりし

たものになりました。 1990 年前後よりアフ

リカ大陸を中心に、 人類の化石が次々

と発見され、 最古の人類の出現時期は

200 万年もさかのぼることになり、 私たち

と同じホモ ・ サピエンスの出現時期も、

10 万年もさかのぼることになりました。 ま

た、 最古の人類もホモ ・ サピエンスも誕

生の地はアフリカだという説も定着してき

ました。 私たちの祖先は、 アフリカで生

まれ、 世界へと広がっていったのです。

　ひと昔前の人類学では、 アウストラロピ

テクス、 北京原
げんじん

人、 ジャワ原人、 ネアン

デルタール人と私たち現代人の関係に

ついて議論されてきましたが、 これらは

すべて現代人の直接の祖先ではないこ

とも明らかになりました。

講座開始のきっかけ

　このような新しい考え方をぜひとも子ど

もたちに教えたいという思いから、 人類

の起源についての講座を始めたのは、

1999 年 （平成 11 年） のことです。 対

象としたのは小中学生で、 7 歳から 15
歳までのいろいろな発達段階の子どもた

ちが講座に参加しました。 以来、 7 年に

わたって講座 「サルからヒトへの進化を

学ぶ」 を開講してきました。 さらに、 そ

の後は 4 年にわたって 「私たちの祖先

はだれ？－日本人の起源－」 を行ない

ました。 今年度はその最終年度で、 今

から約 6500 万年前にサルの祖先が出現

して始まった壮大な歴史は、 古
こ ふ ん

墳時代

の人々の暮らしを学んで終了となりまし

た。 この間に、 講座 「サルからヒトへ…」

は略
りゃく

して 「さるひと講座」、 「私たちの祖

先…」 は 「わたそせ講座」 と呼ばれる

ようになりました （表 1）。
　さるひと講座は、 最初 「サルを知ろう」

というタイトルでスタートしました。 霊
れいちょう

長類
るい

の生態学を専門とする私が博物館ででき

そうなテーマで、 開館時に入手したたくさ

んの霊長類の標本を活用するものを企画

しました。 内容は、サルとヒトとの共通点、

サルのすんでいる場所、 サルの生態など

をわかりやすく紹介するというものでした。

　さらに、2000 年に開催された特別展 「サ

ルがいて、 ヒトがいて」 では、 講座での

学習内容のダイジェスト版の 「サルサル

クイズ」 を作り、 会期中毎日、 クイズコー

ナーで採点と解説を行ないました。

　この特別展の後には、 サルの紹介だけ

でなく、もっと内容を深めていこうと、テー

マを人類の進化へとシフトさせていきまし

た。 2002 年からはタイトルも ｢サルからヒ

トへの進化をさぐる ｣ になり、 いよいよ新

しい人類進化論を紹介していくこととなっ

たのです。

学校では人類進化を学べない？

　「サルの出現から古墳時代の邪
や ま

馬台
たい

国
こ く

の歴史までを学校で学ぶとしたら、 理

科？社会？」 と悩んでしまうほど、 人類

進化は壮大なテーマです。 実際に小中

学校で人類進化を扱うのは、 社会の歴

史の時間ですし、 高校では理科総合 B
と生物 II の時間になっています。しかも、

社会の時間で取り扱うのは、 旧石器時

代の人々 （ホモ ・サピエンス） に限られ

ますし、 高校の理科総合 B と生物 II を
履
り し ゅ う

修する生徒はそれぞれ全体の 40％、

18％しかいません（鳩

貝 , 2007）。 つまり、

学校では、 人類進化

をまともに学ぶ機会

は少ないのです。

　平成 23 から 24 年

度より、 新しい学習

指導要領が施行され

て、 理科 ・ 社会の

授業時間数は大幅

に増えます。 しかし、

人類進化を扱う時間

数についての変更はありません。

　学校での状況についての詳しい解説

は別稿にゆずることとして、 ここでは私た

ちの講座のめざしたことや到達点につい

て簡単に紹介したいと思います。

「人類進化を子どもに教えるなんて無理

じゃない？」 「自然史博物館の講座な

のに古墳や土器の話なの？」

　さるひと講座、 わたそせ講座に対し発

せられてきた疑問です。 しかし、 学校で

は充分に学ぶことが難しい分野なのです

から、 学年のしばり、 教科のしばりは重

く考える必要はないと思います。 子ども

たちがそれぞれの理解のもとに、 おもし

ろいと思ってくれることこそが重要です。

講座の企画と実施にあたっては、 「博物

館での学習」 に的をしぼり、 おもしろく

学習を進めることを追求しました。

　このような過程で、 当館の哺
ほにゅうるい

乳類ボラン

ティアのみなさんから多大な支援をいた

だきました。 各回のテーマ設定とテキスト

の執筆、漫
ま ん が

画クイズ、当日の進行役など、

すべてに関わっていただきました。

　各回新テーマをかかげ、 子どもたちに

紹介していくためには、 準備も大変です。

テキスト案を作り、 教材について相談し

て、 解説方法を検討するという準備を約

1 年かけて行なってきました。 企画する私

たちにとっては積み上げてきた内容です

が、 大半の子どもたちには全く初めての

学習内容になるので、 これまでの講座の

内容を簡単に復習する時間もとりました。

博物館の講座は教材がいのち

　これまで触れたことのない世界を体験

することは、誰でもわくわくするものです。

初めてのことを子どもたちにどんな風に

伝えていくか、 さるひと講座でも様々な

試
し こ う

行錯
さ く ご

誤を繰り返してきました。

　標本というすぐれた教材を自由に使える

表 1　当館で実施した人類進化講座

図 1　学習のようす．　＊ 1　virtual book どうぶつシリーズ 9 「サルのすべて」 を使用し、 学習を行った
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ことが、 博物館における講座の最大の強

みです。 これを柱に、 各回工夫しながら

テキストや教材を用意していきました。

　テキストの説明文は、 対象年齢によっ

て異なるものとし、 漢字にはふりがなを

つけました。 さるひと講座では、 みんな

で１つのテーブルを囲んでテキストの読

みあわせをすることを学習の基本とした

ので （図 1）、 子どもたちが声を出して

読んで理解できるよう、 テキストの文章は

よく推
すいこう

敲しました。 テキスト内には漫画ク

イズなどを多用し、 興味をもって学習で

きるようにしました （図 2、 図 3）。

塗り絵からサブ活動へ

　テキストの中で多用したのが、 塗り絵で

す。「Human Evolution Coloring Book（人
類進化の塗り絵帳）」 （A.L. チールマン

著、 廣川書店） という大学生対象のす

ぐれた教科書がお手本になっています。

　講座の中で聞いたことを、 メモに残す

だけでなく、 要点を整理して模式図に表

わしたり、 復習したりすることも有効で、

この時には、 塗り絵はとてもすぐれた教

材となるのです。 自然科学においては、

自然物や自然現象をスケッチという形で

記録するという基本的方法があります。

スケッチとまでいかなくても、 描かれた線

画のスケッチに色を塗りながら、 事象を

理解していくという過程は、 とても大切だ

と思います。

　このような発想からさるひと講座 ・ わた

そせ講座では、 子どもたちに色鉛筆を

用意してもらい、 説明の途中で塗り絵を

しながらまとめの時間をとりました。

　塗り絵の有効性が明らかになってきたの

で、 テキストを使った学習をすべて終え

た後にまとめの時間をとり、 講座全体のま

とめになるような図に色をぬってもらうこと

にしました。これがサブ活動の始まりです。

いろいろなサブ活動

　このような活動を、当初は 「クラフト （工

作） の時間」 と呼んでいましたが、 より

幅広くとらえてサブ活動と名づけることに

しました。 もとはといえば、 午前の学習

で集中力を使い果たした子どもたちを何

とか学習に向かわせようという目的で始

めたのですが、 いろいろな点で有効性

が明らかになったので、 その後はさるひ

と講座、 わたそせ講座の午後の定番メ

ニューとなりました。

　表１に示したように、 サブ活動では毎

回学習テーマと関連のある教材を用意し

ています。 その代表的なものをいくつか

紹介します。

① 紙
かみ

粘
ね ん ど

土で作ったサルのフィギュア

（2003 年実施）

　森の動物であるサルがサバンナに進出

したことがヒトの誕生のきっかけになった

という説について学習した後に、 さまざ

まな形態と生活場所を持つサルたちを紹

介して、 フィギュアを作ってもらいました。

　子どもたちは、 絵や写真で 2 次元的に

とらえていたサルの形を立体的に表わす

のに苦労していましたが、 さまざまな種

類のサルに挑戦しました。 紙粘土は成

型の後に標本作成用の乾燥機で乾かし

て、 絵の具で彩色しニスを塗ってしあげ

ました （図 4）。
② サルの多様性や人種の多様性を表わ

すパタパタ漫画 （2007 年実施）

　当館の、 2005 年の特別展 「化石どう

ぶつ園」 の工作コーナーで作っていた

型をもらって作成しました。紙 2 枚を折っ

て、 張り合わせてつくる漫画で内側から

新しい絵が出てくるつくりになっているの

で、 いろいろな 「変化」 を実感するこ

とができます。 パタパタ漫画ができたら、

中の図案には色を塗ってもらいました。

③ 古代顔料 （オーカー） を使った絵

（2005 年実施）

　南アフリカで発見されたホモ ・サピエン

スの最古の工芸品をまねて古代顔料を

含んだ絵の具で絵を描きました （図 5）。

サブ活動から教材開発

　ここでは紹介しきれませんが、 他にも

たくさんのサブ活動を行なってきました。

塗り絵の効用で書いたように、 テキスト

学習とは違った取り組みを通して、 学習

内容を振り返ることはとても重要だと考え

ています。

　子どもたちは、 例外なく、 とても楽しみ

ながらこの活動に参加しており、 その姿

がとても印象的でした。

　博物館における教育普及活動の特徴

は、 標本資料を核として、 自由な形の

学習体験を実現できるところにあります。

今後も様々なサブ活動に挑戦しながら、

子どもたちの知的好奇心を刺激し自然

科学的発想を育てるための教材開発を

続けていきたいと思います。

（参考文献）

鳩貝太郎 （2007） 学習指導要領と生物教育の課題 .  
Anthropological Science (Japanese series), 115: 56-60.

図 2　サルの指の数についての漫画クイズ

（野口友美作）．

図 3　説明に用いた漫画 （守野聡子作）．

図 5　古代顔料 （オーカー） で描いた絵．

図 4　サルのフィギュア． a：キツネザル , b：
リスザル , c ： キツネザル , d ： ニホンザル．

a b

c d
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　ボウズハゼ類とは、 ハゼ科ボウズハ

ゼ亜科魚類のことで、 頭に丸みがあり、

体が細長く、腹
はらびれ

鰭が発達した吸
きゅうばん

盤になっ

ていることが特徴です。 水の澄んだ川

の上流から中流にかけて生息し （図 1）、
腹鰭で岩や石に張り付き、 そこに付着し

ている藻
そうるい

類を歯で削り落として食べます

が、 流下してくる小動物も食べる雑食性

の種もいます。 ボウズハゼの名は、 頭

がお坊さんの頭のようにまるみを帯びる

ことや、 主に藻類 （植物性の食物） を

食べることに由来するものと考えられて

います。

　日本産のボウズハゼ類には、 ヨロイボ

ウズハゼ属のヨロイボウズハゼ、 アカボ

ウズハゼ属のアカボウズハゼとカエルハ

ゼ、 ボウズハゼ属のルリボウズハゼとボ

ウズハゼ、 ナンヨウボウズハゼ属のハヤ

セボウズハゼ、 ナンヨウボウズハゼ、 コ

ンテリボウズハゼ、 カキイロヒメボウズハ

ゼの計 4 属 9 種が知られています。 ボ

ウズハゼは、 黒潮の影響を受ける本州、

四国、 九州の太平洋岸から琉球列島に

かけての川で普通にみられますが、 そ

れ以外の 8 種は主に琉球列島に分布し

ています。

　ボウズハゼ類には、 体
たいしょく

色に顕著な

性
せいてき

的二
に け い

型がみられます。 例えばヨロイボ

ウズハゼの雄の体には濃い茶色系の帯

があり、 頭の先端と腹は青緑色ですが

（図 2）、 雌の体は淡い茶色系のまだら

模様で、 胸
むなびれ

鰭から尾
お び れ

鰭の付け根にかけ

て同色の水平の線が 1
本あります （図 3）。 ア

カボウズハゼの雄は体

後半がオレンジ色で、 3
本の濃い灰色系の垂直

の帯を持っていますが

（図 4）、 雌は体全体が

ほぼ一様にベージュで

す （図 5）。 カエルハゼ

は雌雄ともにベージュ

ですが （図 6）、 成熟

した雌の腹部は赤くなり

ます。 ルリボウズハゼの

雄の体は瑠璃色ですが

（図 7）、 雌は黄土色です。 ナンヨウボウ

ズハゼの雌には黒い水平の線が 2 本あ

りますが （図 8）、 雄の体に線はありま

せん （図 9, 10）。
　ボウズハゼ類にみられる性的二型は、

繁
はんしょく

殖行動と関連し、 雄が雌を誘う際に

役立っていると考えられますが、 普通種

のボウズハゼには顕著な雌雄差は知ら

れていません。 雌雄ともに体の地色は

荒
あ ら お

尾一
か ず き

樹 （（株）環境科学研究所） ・ 山
やまもと

本裕
ひろやす

康 （神奈川県内水面試験場） ・ 瀬
せ の う

能  宏
ひろし

（学芸員）

悩ましいボウズハゼ類の色

図 1　ボウズハゼ類の生息環境．

図 2　ヨロイボウズハゼ （雄）， 八重山諸島．   図 3　ヨロイボウズハゼ （雌）， 八重山諸島．   図 4　アカボウズハゼ （雄）， 八重山諸島．   図 5　アカ

ボウズハゼ （雌）， 八重山諸島．

2 3
4 5
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ベージュで、 グレイ系の斑
はんもん

紋を持ってい

るだけです （図 11）。 また、 ナンヨウボ

ウズハゼの雄には色
しきさい

彩変
へ ん い

異のあることが

知られており、青緑色の強いもの （図 9）
や赤みのあるもの（図 10）がみられます。

さらに、 ナンヨウボウズハゼには性転換

が知られていないにも関わらず、 雌雄

の中間的な色彩を持つものが現れること

があるなど、 この仲間の色彩の持つ意

味は複雑なようです。

　近年、 ボウズハゼ類の色彩を考える

上でさらなる混迷をもたらす事例が見つ

かっています。 図 12 に示した標本は、

沖縄県の八
や え や ま

重山諸島の一河川で採集さ

れたもので、 特徴的な色彩から、 一見

してこれまで日本から知られるボウズハ

ゼ類から区別することができます。 しか

しよくみると、 同じ場所で採集されたヨロ

イボウズハゼの雄 （図 13） によく似てい

ることがわかります。 ヨロイボウズハゼの

雄は、 上で述べた特徴以外に、 虹
こうさい

彩が

白く、 第 2 背
せ び れ

鰭の前部に小さな眼
がんじょうはん

状斑

を 1 つ持ちますが、 問題のハゼでは頭

部全体が赤く、 体後部の垂直の帯は赤

みが強く、 第 2 背鰭と臀
しりびれ

鰭は黒い縁取

りのあるオレンジ、 さらに虹彩が赤いな

どの特徴を持っています。

　一般に、 ハゼ科魚類においては、 同

性間で色彩が異なれば別種であること

が普通で、 形態的な特徴を詳細に調べ

てみると、 何か違いが見つかることがほ

とんどです。 しかしながら、 ボウズハゼ

類においては、 上述のナンヨウボウズ

ハゼの事例のように、 性的二型がある

上にさらに色彩に多型がみられる場合

があり、 事はそう単純なものではなさそ

うです。 今回紹介した赤いハゼですが、

2006 年 5 月に開催されたハゼ好きの研

究者による研究集会 「2006 年度 GORI
研究会」 （GORI とはゴリのことで、 ハゼ

の地方名のひとつ） において、 琉球大

学の研究者たちによってヨロイボウズハ

ゼ属の未記載種 （まだ学名が与えられ

ていない種で、 一般には新種と呼ばれ

ている） として発表されたことがありまし

た。 この時の発表では、 ヨロイボウズハ

ゼの雄との間に色彩以外に形態的な差

がまったく見つかっておらず、 会場から

は本当に別種なのかという質問が出た

ほどです。

　ボウズハゼ類にみられる色彩の問題の

解明には、 遺伝子を分析したり形態を

詳細に調べたりするのはもちろんのこと、

清流に生息する彼らにとって、 色彩が

同種間あるいは異種間の情報伝達に役

立っているとすれば、 生態面からのアプ

ローチも必要です。 赤いヨロイボウズハ

ゼ？の謎解きに、 どなたか挑戦されて

はいかがでしょう？図 13　ヨロイボウズハゼ （雄）， 八重山諸島， 体長 41.2 mm, KPM-NI 25008.

図 12　ヨロイボウズハゼ？ （雄）， 八重山諸島， 体長 34.3 mm, KPM-NI 25007.

図 6　カエルハゼ， 八重山諸島．   図 7　ルリボウズハゼ （雄）， 八重山諸島．   図 8　ナンヨウボウズハゼ （雌）， 八重山諸島．   図 9　ナンヨウボウ

ズハゼ （雄）， 八重山諸島． 図 10　ナンヨウボウズハゼ （雄）， 八重山諸島．   図 11　ボウズハゼ （雌）， 静岡県．   

6 7 8

9 10 11
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田
た な か

中徳
のりひさ

久 （学芸員）台湾大学での “協議合作備忘録簽約儀式” 報告

はじめに

　当館には、 晩年を小
お だ わ ら

田原市
し

入
い り ゅ う だ

生田で

過ごした正
まさむね

宗厳
げんけい

敬博士の台湾産の植物

標本が 1,000 点以上収蔵されています。

この中には、 正宗博士が研究した標本

だけでなく、 弟子の福
ふくやま

山伯
のりあき

明博士が研

究した標本も多数あり、 福山博士が新

種として記載した台湾産のラン科植物の

タイプ標本も含まれています （「自然科

学のとびら」 第 5 巻 1 号 p.8 参照）。 福

山博士は不
ふ り ょ

慮の事故により台湾で亡くな

られ、 このタイプ標本の大部分は、 太平

洋戦争中および戦後の混乱で失われた

ものと考えられていたものです。

台湾大学のデータベース事業

　現在、 台湾では、 台湾に関連するさ

まざまな資料などのデジタル化とその

データベース構築を進めています。 そ

の一環として、台湾産植物の標本をデー

タベース化する計画が立案されました。

2007 年 8 月、 台湾大学生態学 ・ 進化

生物学研究所の謝 長富教授が当館を

訪れ、 当館に収蔵されている台湾産の

植物標本について協力の依頼がありまし

た。 その後、 2007 年 11 月と 2008 年 4
月に助手の王 雅諄、 蒋 寶慧の両氏が

来館され、 タイプ標本を含む 1,000 点を

超える正宗 ・ 福山標本 1 点 1 点の全体

や部分、 採集情報の記載されたラベル

などを撮影し （図 1）、 その撮影画像を

もとに種名や採集地、 採集年月日など

をデジタル化し、標本の画像とともにデー

タベースを構築しました。

　そして、 これらの活動と今後のデータ

ベースの相互利用について、正式に “協

議合作備忘録” を取り交わすことになり

ました。

“協議合作備忘録簽約儀式”

　2009 年 11 月、 当館の勝
かつやま

山輝
て る お

男学芸

員と私は、 台湾大学の謝 長富教授に招

かれ、 “簽約儀式” に出席し、 “協議合

作備忘録” に署名するため、 台湾へ出

かけました。

　“簽約儀式” は、 11 月 17 日、 台湾大

学の校史館で催行されました。 校史館

は以前は図書館として使われていた台

北帝国大学時代の建物です。 式典は、

台湾大学の収蔵品情報研究センターの

項 潔教授のスピーチから始まり、 東京

大学の邑
む ら た

田仁
じん

教授、 池
い け だ

田博
ひろし

准教授に

続き、 当館の勝山学芸員がスピーチし

ました （図 2）。 もちろん全部英語です。

その後、それぞれに “協議合作備忘録”

へ署名し、 そのお披
ひ

露
ろ

目
め

（図 3） があ

り、 記念品の贈呈を受けました。 最後

に記念撮影があり （図 4）、 式典は終了

です。 私は、 記念

撮影には混ぜてもら

いましたが、 写真を

撮っていただけでし

た。万一のためにと、

署名用の万年筆を

新調して臨んだの

ですが…。

　なお、 式典の前

に校史館の展示を

見学しましたが、 そ

こは、 台北帝国大

学時代から近年の

台湾大学までの歴

史的な写真資料、

大学内に設置されている博物館や各施

設の紹介などが一同に集められていまし

た。 また、 式典の後には、 新しい図書

館で貴重な田
た し ろ

代安
あんてい

定氏の資料などを見

学しました。

特別展 「福爾摩沙自然史探索 植物篇」

　“簽約儀式” 翌日の 11 月 18 日は、

台中の自然科学博物館でこの日から公

開される特別展 「福爾摩沙自然史 植物

篇」 （図 5） のオープニング・セレモニー

に出席しました。 この特別展は、 高知県

の牧野植物園と東京大学が資料の提供

などで協力したもので、 台湾の植物研

究の歴史を豊富な資料とともに紹介した

ものです。 80 年振りに再発見された 「武

威山茶」がセレモニーを取材に来た報

道関係者の耳目を集めていました。

　今回の台湾訪問では、 このほか、 台

湾大学や林業試験所の植物標本庫な

どで、 戦前に収集された早
は や た

田文
ぶんぞう

蔵氏や

工
く ど う

藤祐
ゆうしゅん

舜氏らの著名な分類学者の標本

のほか、 植物生態学が専門の私にはな

じみが深い鈴
す ず き

木時
と き お

夫氏らの標本をみる

ことができました。 なお、 前述の台湾大

学で公開している当館の正宗 ・ 福山標

本のデータベースは、 http://tai2.ntu.edu.
tw/kanagawa.htm で公開されています。

ぜひ、 ご覧ください。 今回の台湾訪問

でお世話になった謝教授ほかの皆様に

感謝します。図 2　スピーチする勝山学芸員．

図 4　“簽約儀式” 終了後の記念撮影．

図 3　署名した “協議合作備忘録” のお披

露目．

図 5　「福爾摩沙自然史 植物篇」 の展示．

図 1　セイタカエビネのタイプ標本

（KPM-NA0105513） （画像は台湾

大学のホームページより）．
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催し物への参加について

講座名 ・開催日 ・住所 ・申込者全員の氏

名 ・年齢 ・電話番号を明記の上、往復は

がき （消印有効）にて郵送、またはホーム

ページからお申込ください。応募者多数の

場合は抽選となります。落選した方に対し

キャンセル待ちの対応を行います。ご希望

の方は、お申込時にその旨をご記入くださ

い。参加費は無料ですが、講座により傷害

保険 （1 人・1 日50 円）への加入をお願い

することがあります｡

問合せ先

神奈川県立生命の星 ・地球博物館

企画情報部企画普及課

所在地    〒250-0031 小田原市入生田 499
電　話 0465-21-1515　
ホームページ　

　　http://nh.kanagawa-museum.jp/index.html

　皆さん、 蜘
く も

蛛はお好きですか？

　「いえ、ちょっと。 毛がいっぱい生えているし、脚もいっぱいあるし…」 という答えが返っ

てきそうです。 毛がいっぱい生えているのも、 脚がいっぱいある生き物も他にもいっぱ

いいるんですけどね。

　そんな不当？な扱いを受けている蜘蛛ですが、 日本にはなんと、 64 科 423 属 1496
種もいるそうです。 その蜘蛛を一同に集めた本が 『日本産クモ類』 （小野展嗣編著  東
海大学出版会  2009） です。 この本には日本にいるすべての蜘蛛が載っているというこ

とで、 今まで 「蜘蛛」 とひとくくりにしていた彼らについて詳しく知ることができそうです。

　日本国内限定とはいえ、 彼らの餌
えさ

の捕
つか

まえ方も生息場所もバラバラです。 この本に

は、 そんな彼らの特徴や生態などが 1 種類ずつ詳しく記載されています。 図やカラー

写真も豊富にあり、 図や写真がない場合でも色や模様などの形態が詳しく書かれてお

り、彼らの区別がつくようになりそうです。 また、餌の捕まえ方について読んでいくうちに、

「毛がいっぱい生えている」 こと、 「脚がいっぱいあること」 の根拠を知ることもできそう

です。

　この本を読み進めていくと 「俺たちだっていろいろあるんだぜ。」 という自信に満ちた

蜘蛛の声が聞こえてきそうな気がします。

ライブラリー通信 日本産クモ類 尾
お ご し

越佐
さ

緒
お

里
り

　（司書）

催し物のご案内

●講義と室内実習 「カヤツリグサ科スゲ

属植物の分類～アオスゲ類を見分ける～」

［博物館］

日時／ 4 月 10 日 （土） 13:00 ～ 16:00
対象／高校生～大人 20 人

申込締切／ 3 月 23 日 （火） 消印有効

●野外観察 「身近な自然発見講座」

［博物館周辺］

日時／① 4 月 14 日②  5 月 12 日③  6 月

9 日  各水曜日  10:00 ～ 15:00
対象／どなたでも （人数制限なし）

事前申込不要、 当日博物館集合。 雨天

中止。

●野外観察 「磯の生きものウオッチング」

［三ツ石海岸 （真鶴町）］

日時／① 4 月 17 日（土） ② 5 月 15 日（土）

10:00 ～ 14:30

対象／小学生～中学生、 保護者  各回 40人
申込締切／① 3 月 30 日 （火） ② 4 月

27 日 （火） 消印有効

●室内実習と野外観察 「境川遊水地化石

ウォッチング 2010」 ［境川遊水地公園 （横

浜市）］

日時／ 4 月 24 日 （土） 10:00 ～ 16:00
対象／小学 4 ～ 6 年生、 保護者、 教員　

30 人

申込締切／ 4 月 6 日 （火） 消印有効

●野外観察 「春の野山の植物観察会」

［円海山 （横浜市）］

日時／ 4 月 25 日（日） 10:00 ～ 15:00
対象／小学生～中学生、 保護者  40 人

申込締切／ 4 月 6 日 （火） 消印有効

●室内実習 「砂のひみつをさぐる～砂つ

ぶの巻～」 ［博物館］

日時／ 4 月 29 日 （木・祝） 10:00 ～ 15:00
対象／小学 4 年生～中学生  12 人

申込締切／ 4 月 13 日 （火） 消印有効

●野外観察 「春の地形地質観察会」

［根府川周辺 （小田原市）］

日時／ 5 月 3 日（月 ・祝） 10:00 ～ 15:00
対象／小学 4 年生～大人  40 人

申込締切／ 4 月 20 日 （火） 消印有効

● 「博物館対岸の地層レプリカ展示およ

び解説」　［博物館］

日時／5 月5 日 （水 ・祝） 10:00 ～ 12:00、
13:00 ～ 15:00
対象／どなたでも （人数制限なし）

事前申込不要、 時間内見学自由。 雨天

中止。

●室内実習と野外観察 「めざせ ! 昆虫博

士」 ［博物館と城山周辺 （小田原市）］

日時／ 5 月5 日 （水・祝）、 6 月5 日 （土）、

6 月6 日 （日）、 8 月8 日 （日）の 4 日間 

小田原市 ・ 南足柄市 ・ 足柄上郡 ・ 足

柄下郡の小 ・ 中学校の生徒による、 日

頃からの研究成果 ・作品を展示します。

10:00 ～ 15:00
対象／小学 4 年生～大人  15 人

申込締切／ 4 月20 日 （火） 消印有効

※全日程への参加が条件です。

●室内実習と野外観察 「化石学入門」

［博物館と県内各地 （横浜市 ・ 大磯町 ・

山北町）］

日時／ 5 月 15 日 （土）、5 月 16 日 （日）、

7 月 24 日 （土）、 7 月 25 日 （日）、 8 月

21 日 （土）、 11 月 6 日 （土）、 11 月 7 日

（日） の 7 日間   10:00 ～ 16:00
対象／小学 4 ～ 6 年生、 保護者  20 人

申込締切／ 4 月27 日 （火） 消印有効

※全日程への参加が条件です。

●講義と室内実習 「骨のかたちをくらべよ

う～おとな編～」 ［博物館］　

日時／ 5 月 22 日 （土） 10:00 ～ 15:00
対象／大学生、 大人、 教員  12 人

申込締切／ 5 月4 日 （火 ・祝） 消印有効

●野外観察 「水辺の動物ウォッチング」

［川音川 （松田町）］

日時／ 5 月 22 日 （土） 10:00 ～ 14:00
対象／小学生、 保護者  20 人

申込締切／ 5 月4 日 （火 ・祝） 消印有効

●室内実習 「砂のひみつをさぐる～砂山

の巻～」 ［博物館］

日時／ 5 月 29 日 （土） 10:00 ～ 15:00
対象／小学 4 年生～中学生 12 人

申込締切／ 5 月 11 日 （火） 消印有効

●野外観察 「初夏の昆虫を探そう」

［名古木 （秦野市）］

日時／ 5 月 30 日 （日） 9:00 ～ 14:00
対象／小学 4 年生～大人 25 人

申込締切／ 5 月 11 日 （火） 消印有効

●野外観察 「海辺の野鳥観察会」　

［照ヶ崎海岸 （大磯町）］

日時／ 6 月 26 日 （土） 9:00 ～ 11:00
対象／小学生、 保護者  20 人

申込締切／ 6 月8 日 （火） 消印有効

子ども自然科学作品展
3 月 20 日 （土） ～ 4 月 4 日 （日）

入場無料

博物館の学芸員や外来研究員など ､

博物館に集う人たちの活動の様子や

成果を展示します ｡

企画展「学芸員の活動報告」
 4 月 17 日 （土） ～ 5 月 30 日 （日）

入場無料



自然科学のとびら　第 16 巻 1 号　2010 年 3 月 15 日発行

�

「パンニング」 で砂を調べる

　砂は、 私たちのごく身近にあって、 特

に珍しいものではありませんが、 調べて

みるとなかなかに奥が深く面白いもので

す。 白い砂や黒い砂、 サラサラした手
て

触
ざわ

りの砂、 色々なつぶが混じった砂……世

界には本当に多種多様な砂があり、 つ

ぶの大きさも、 つぶの中身も、 さまざま

です （図 1）。 旅行などで出かけたとき

に、 有名な海岸や砂漠などで珍しい砂

を見るのも楽しいですが、 ありふれたも

のに思える身近な場所の砂でも、 よく観

察すると意外に変化に富んでいて、 興

味深く感じられます。 たとえば同じ河原

や海岸でも、 川の流れの速いところと遅

いところ、 海岸の波打ち際と少し陸に上

がったところの砂を比べてみても、 違い

が見つかります。 それぞれの種類の砂

が、それぞれの場所にある （やってくる）

ことには必ず意味があり、 さまざまな条

件によって必然的に決まっています。

　砂を調べるには、 いくつかの方法が

あります。 つぶの大きさを調べることは、

単純ですが、 とても大切なことです。 ど

れくらいの大きさなのか？ 大きさがそ

ろっているか、 それとも色々な大きさの

つぶがまじっているのか？ などを調べる

と、 その砂つぶがどんな営
えいりょく

力 （水や風

などの流れ） を受けて運ばれてきたの

かを考える手がかりになります。 ルーペ

や顕微鏡を使って、 砂つぶが何ででき

ているのかを観察すると、 その砂がどん

なところから運ばれてきたのか、 砂のふ

るさとの大地の情報が分かります。 岩石

のかけら （岩片） のほか、 きれいな形

をした鉱物の結晶があったり、 貝がらや

有
ゆうこうちゅう

孔虫などの生物遺
い

骸
がい

の破片が入って

いたり、 たかが砂でも、 拡大して見ると

案外美しい世界が広がっています。

　砂を調べる方法の一つに、 パンニング

という手法があります。 砂つぶには色々

な種類があり、 つぶが何でできているか

によって、 比
ひじゅう

重 （単位体積あたりの重

さ） に違いがあります。 その違いを利用

して、 比重が大きいつぶだけを 「パン」

と呼ばれるお皿を使って選
よ

りわけるのが、

パンニングです。 比重が大きい （重い）

鉱物のことを重
じゅうこうぶつ

鉱物と呼びますが、 重鉱

物は、 その砂がどこから運ばれてきたの

か （供
きょうきゅうげん

給源） をあらわす手がかりとして

重要です。 砂の中から、 少ししか含まれ

ていない重鉱物を顕微鏡などでのぞきな

がら探すのは大変な手間ですが、 パン

ニングをすれば簡単に重鉱物を集めるこ

とができます。

　やり方は、 いたって単純です。 まず、

パン （皿） の中に、 パンニングをしたい

砂と、水を入れます。 砂をかき混ぜたり、

パンをゆすったりすると、 比重の大きい

砂つぶは皿の底の方に沈みます。 パン

を少し傾けながら小さな円を描くように回

して、 水が皿の中を回って外に出てい

くように動かします （図 2 上）。 すると比

重の小さい砂つぶは皿の外側へ、 比重

の大きい砂つぶは内側へと、 砂が分か

れていきます。 皿の外側に集まった比

重の小さい砂つぶ （多くは岩
がんぺん

片、 石英、

長石など） を捨て、 水を足してまたパン

を回す動作を何度も繰り返していくと、 し

だいに比重の大きいつぶだけが皿の中

に残ります （図 2 下）。 慣れてコツがつ

かめてくると、 簡単に砂を選りわけて、

重鉱物を集めることができるようになりま

す。 なお、 効率的に重鉱物を集めるに

は、 野外で砂を採集するときに周りを見

渡して、 重い砂が集まっていそうな場所

をよく考える必要もあります。

　河原や海岸でパンニングをした時に、

たいていの場所で多く見つかるのは磁
じ

鉄
てっ

鉱
こ う

（砂鉄） です。 輝
き せ き

石や角
かくせんせき

閃石、 ざく

ろ石 （ガーネット）、 かんらん石、 ジルコ

ンなども、 しばしば見つかります。 見つ

かった重鉱物を手がかりにして、 まわり

にどんな大地が広がっているのか （鉱脈

があるのかどうか？）、 山
や ま し

師になった気

分で考えるのも楽しいものです。 人工的

に作られたと思われる小さな合金のつぶ

が見つかることもあります。 たまに砂金も

見つかります （図 3） が、 これはどこの

砂からでも簡単に見つかるというもので

はありません。 見つけたければ、 非常に

重い砂金がどんなところにたまっていそう

か、よーく考えて探すことがポイントです。

　パン一枚を片手に、 身近な河原や海

岸の砂調べ。 自分だけの小さな宝石が

見つかるかもしれません。 皆さんも一度、

試してみませんか？

図1　a:神奈川県足柄上郡山北町中川の砂．

b: 横須賀市野比の砂． c: 沖縄県西表島の

砂． d: サハラ砂漠の砂． スケールは 1 mm．
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図 2　パンニングの様子． 比重の違いを利

用して水中で砂を選りわける．

図 3　パンニングで見つけた砂金 （笠間友

博 撮影）． 比重が大きく皿に最後まで残る．
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